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主な取組内容 具体的な取組と評価指標

「毎日しよ
う家庭学
習、家で
も読もう
読書大好
き」を実践
する子ど
も

「家庭学習の手引き」活用
による家庭と連携した家
庭学習の習慣化

他者と関
わりあう
中で、コ
ミュニ
ケーション
能力を身
に付け、
学びを深
め、広げ
る子ども

発表・説
明・話し
合いによ
り思考力・
判断力・
表現力を
身につけ
る子ども

共通取組事項（目標の焦
点化・ゴールのイメージ
化・振り返りの視覚化）を
踏まえた授業改善

全国学力・学習状況等調
査を始めとする学力検査
の結果分析と課題補充学
習の実施

自分の思いや考えを説明
したり発表したりする言語
事項を重視した授業改善

チャレンジテスト等を中心
に漢字学習や四則計算
等、基礎・基本的学習内
容の定着

算数科において習熟度別
少人数指導による授業改
善と検査結果の向上

「清水スタンダード」による
授業規律の徹底とノート
指導の充実

１１月に実施した第６学年の自校作成検
証問題結果では、国語の記述や漢字の
書き取りは改善されたが、算数の四則
混合計算は改善されていなかった。他
学年も総じて国語に比べ算数が課題と
なっている。

令和２年度　苫小牧市立清水小学校学校改善プラン　【学力向上】　４月

１　学力向上
の現状

２　学力向上
の到達目標

取組項目

３学期 中間評価・年度末評価

今後の取組の重点

学校の状況

３　学力向上の到達目標達成に向けた取組と検証

前回の
検証結
果から
（令和元
年末）

○平成３１年度全国学力・学習状況等調査の結果～国語は－３．８Ｐ，算数は－６．６Ｐと全国平均に届かなかった。
○平成３１年度苫小牧市統一学力検査の結果～【国語】第４学年は＋０．６Ｐ、第５学年は－０．５Ｐ，第６学年は－１．９Ｐ　【算数】第４学年は－２．６Ｐ，第５学年は－３．６Ｐ、第６学年は－３．６Ｐで、多く
の学年・教科で全国平均に届かなかった。
○学校評価アンケート（児童・保護者）の学力向上関連項目の平均評価（４段階）～中間反省で児童３．６、保護者３．５、年度末評価では児童３．６、保護者３．４と、９割に迫っている。

○令和２年度全国・学習状況等調査の結果～実施なし
○令和２年度苫小牧市統一学力検査の結果～実施なし
○学校評価アンケート（児童・保護者）の学力向上関連項目の平均評価（４段階）～中間評価で児童・保護者とも３．６以上、年度末評価で児童・保護者とも３．６以上を目指す。

１学期 ２学期内容・指標

「家庭学習の手引き」に基づいた家
庭学習「学年×１０分＋１０分」を全
学年で徹底する。評価は児童・保
護者アンケートで８５％以上とす
る。

学校での読書活動の充実と家庭で
の読書の推進を図る。評価は校内
貸出数年間１００００冊、児童・保護
者アンケート８５％以上とする。

堀田　　稔 後藤　敏彦

「清水スタンダード」に基づいた授
業規律を全学級で徹底する。評価
は教職員アンケートで８５％以上と
する。

日常的な読書の充実と家
庭での読書週間｛家毒（う
ちどく）」の形成

全ての教科の授業において「ねら
い」「まとめ」を明示し、授業のまと
めで「振り返り」を行う。評価は児童
アンケート回答率９０％とする。

第６学年は全国学テ実施後の検証
と課題解決に取り組み、第５学年で
は前年度問題を予習として実施す
る。評価は全国平均値に届くものと
する。

チャレンジテスト全学年で全回の実
施を行い、特に基礎・基本的学習
内容の充実を図る。評価は要登録
回の正答率を８５％とする。

ペア学習やグループ学習等により
自分の思いや考えを説明したり交
流したりする学習を取り入れる。評
価は児童アンケート９０％以上とす
る。

第３～６学年算数科全時間で習熟
度別少人数指導を実施する。評価
は算数科の児童アンケート平均８
５％以上とする。
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日常的な実施・検証・改善

令和２年度は「中止」とする

日常的な実施・検証・改善

日常的な実施・検証・改善

日常的な実施・検証・改善

日常的な実施・検証・改善

日常的な実施・検証・改善

日常的な実施・検証・改善

mailto:simizu-es1@hokkaido.school.ed.jp

